














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































部 全(２） 全(12） リ
全(２） リ
全(２）
全(２） 部部
部
部
部
部
１
 
部
部
部
旧
指
部
指
指
指
指
指
指
全
指
指指
』曰十丁
部
，
指
指
指
部部已
曰
巳
日
巳
日
已
日
巴
曰
ビ
ロ
ビ
日
十
丁
十
丁
十
丁
十
丁
十
丁
十
丁
十
丁
』曰＋イヴ
』
日
上
日
』
日
』
日
？
十
丁
十
丁
十
丁
十
丁
Ⅱ
凹
立ロ 指
指
指
指
指
指
指
指
ﾘ，部｜リ，部指指
指
指
指
指
指
指
指 指
全(３）
指
指
指
(注）１．全は全面ストで（）内は時間数，部は部分スト，リはリ
レースト，指は指名スト．部分スト以下はいずれも時限つき
である。２．９月以降不詳。ただし秋から年末にかけては生
産がひまになったため行われなかった，３．大会議案書によ
る。
大
会
は
、
公
式
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
重
要
で
あ
る
に
違
い
な
い
が
、
団
結
の
面
で
は
、
大
会
に
先
立
つ
意
思
交
流
の
場
で
も
あ
る職場討議を見逃し得ない。訪問調査（七六年）によれば、｜年間の職場討議はおよそ一一○’三○回にも及んでい
た。春闘の要求決定に先立って、例年、数回の職場討議があるほか、ストライキの際にもしばしば行われている。
職場討議は、通常、組合の設定した職場単位に行われるが、職場間の交流が時に試みられ、また、執行部が加わる
こ
と
も
あ
る
。
職
場
討
議
は
、
闘
争
の
経
過
に
即
し
て
豊
富
な
対
話
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、
会
合
の
頻
度
だ
け
か
ら
少数派組合の団結根拠
二七
ま
ず
、
支
部
の
意
思
決
定
に
あ
た
っ
て
、
一
般
組
合
員
が
広
く
討
議
に
関
与
す
る
態
勢
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
公
式
の
議
決機関は全員による大会である。定期大会のほか、主要な要求と交渉の妥結に当って年数回開かれる。出席率は高
く
、
八
五
％
程
度
に
及
ぶ
。
こ
の
ほ
か
、
全
員
集
会
が
開
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
全
員
に
よ
る
意
思
決
定
の
傾
向
が
強
い
と
言
え
よ
うぐ
｡ 意識
調
査
に
よ
れ
ば
、
組
織
分
裂
後
は
、
支
部
組
合
員
は
、
闘
争
そ
の
も
の
に
関
与
す
る
な
か
で
、
組
合
員
と
し
て
の
自
覚
を
高
めてきたと推定される。会社の特定の労務政策を、支部に対する敵対的なものととらえ、組合員が反対闘争に参加
し
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
経
験
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
よ
り
経
常
的
な
組
合
活
動
へ
の
参
加
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
ついて見よう。
まず、支部（
ニス、Ｆ生戸フ。
（９）『中央労働時報』六九年九月号に調停経過がある。
四
組
織
運
営
と
団
結
根
拠
少数派組合の団結根拠
二八
言
っ
て
も
、
仲
間
意
識
を
強
め
る
の
に
貢
献
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
職
場
討
議
に
毎
回
出
席
す
る
と
す
る
者
が約八割である。年齢の若い層の出席率はやや低くなるが、この層も、時折参加しないことがある程度である。支
部は、会社の組織編成に準じて、現在、九職場（各職場一一○’三○人）を設定している。
組合員二○人に一人の割で職場委員が選ばれ、職場委員は、中間議決機関である委員会の構成員である。職場委
員は、職場討議の中心であるとともに、行動の面でも、職場のまとめ役となっている。
この支部では、広く組合員が、支部の運営に責任を担っている点が注目される。まず、執行委員、職場委員、専
門部員等の経験をもつ者が多い（前出第一一一表）。組合員数約二一一一○名に対して、八○年度では、執行部一四名のほ
か
職
場
委
員
一
六
名
、
専
門
部
員
（
青
婦
部
を
含
む
）
二
五
名
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
役
に
つ
く
者
の
割
合
が
き
わ
め
て
高
く
、
ま
た、負担を公平化するため、成程度、輪番で役を割当てるという事情もあり、何らかの役をしたことのない者はむ
しろ例外である。活発な組合運動の責任を担うことによって、活動家の層が厚くなると考えられる。
組合員を幅広く行動に参加させることも支部の伝統である。特異なものとしては、那須工場へのビラまきに全員
が職場別輪番で参加したり、「全体オルグ」で組合員全員が第二組合員への働きを行っている（第五表）。これは継
続して行われてきた。また、この組合では、十年以上日刊紙を刊行してきたが、これは、職場回り持ちで刊行され
る。これらは一般組合員が実際に組合活動に参加する日常的機会となっている。職場の労働条件、福利厚生等に関
する要求は、秋闘などでとり上げてきた。職場交渉は慣行化してはいないが、春闘の交渉が、職場ごとに分割した
形で、職場組合員対管理者の間で、時折行れてきた。例えば、六九年の長期春闘で会社が団交を拒否した際、職場
ごとに職制から交渉再開の同意署名を求める活動をしたことが記録されている。困難な局面では組合員総掛りで、
第５表活動への参加状況 (％） 堆一鯛驫謬譲轤州蕊鯵合簿団結を守る決意を固める契嘗
不詳回数〃鋼してあげられている。すなわち、職場討議、争議行為中の行動（一般組合員は職場討議、
７回以上ｗ蒋蝉州柿”錘幽計壹た町莊附輌》癖》ロ岫汀耐炉燗釉一一鮎帥礼炉鰄纈川歴冊鰄斗云鍬蝋叶蕊傘
５１６回肌、機関における討議ではなく、組合員が参加する行動があげられているといえる。
３１４回細細調査ではまた、仲間とのレクリエーションや交際を通じて組合への団結が強められたと
１１２回Ⅱ肌する回答も少数ながらみられた。分裂以前は会社が労務管理の一環としてレクリェーショ
４
４
ン
を
管
理
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
分
裂
後
は
そ
の
傾
向
は
な
く
な
り
、
慰
安
旅
行
も
、
会
社
が
費
用
の
あ
り
３
５
Ⅱ
：
一
部
を
負
担
し
組
合
が
運
用
す
る
よ
う
に
：
職
場
を
中
心
に
各
種
の
薮
ラ
ブ
…
が
あ
牌膣只ま盲然発生的；〒シニの機会達るがこれ島は組合膣の直接的関係は
洲ないものの会社の影響力の外にある。
れ
き
入
働
支
部
は
、
生
活
対
策
の
面
で
は
、
労
働
金
庫
の
理
事
を
出
し
、
労
済
の
利
用
を
奨
め
、
ま
た
物
資
の
あ
一フの
舵腕っ旋等を行っており、このため専門部がおかれている。これらは分裂前から継続し、組〈ロ
聯鹸員の相当数が高く評価している（第六表）。労金の利用については六六年の争議にあたつ
紅瓢て、生活資金の貸付をうけ、また七五年年末一時金が分割払いになった際、労金より借入
那第れて支部が立替払いをするなどのことがあって、組合員の生活対策として貢献した。
少数派組合の団結根拠
二九
少数派組合の団結根拠
三○
組織分裂の過程では、家庭との連帯により脱落防止にあたった。最近は、家庭向けにニュースを流す程度で、家
庭を組織する動きは特にない。
以上、生活の面で、組合が一定の役割を果しており、この活動は、他の組合より充実しているものの、住所が分
散していることもあり労働者生活の側からみて、組合の役割は必ずしも大きくない。職場外の生活ではなく職場を
中心として、組合の団結が成立していると言えよう。
Ｕ
ｂ
Ｕ
 
最後に、路線との関りについてみよう。一」の支部は、労働者の権利について敏感であり、資本と徹底して闘う方
針を堅持してきた。団結力もこの闘争の中で強められたと言ってよかろう。支部自らも、「すべて労働者の闘いは、
団
結
を
育
て
な
が
ら
闘
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
闘
い
の
中
で
団
結
を
つ
く
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
」
と
総
括
し
て
い
る
（
七
四
年
度
運動方針）。組合員の平均的意識も、支部の基本的態度を反映しているとみられる。会社の経営と労働組合の活動
に関する考え方について、調査した結果では、一一重忠誠的な意見を表明する者は比較的少なく（約三割）、労働者
の
正
当
な
要
求
を
実
現
す
る
の
は
企
業
の
責
任
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
（
約
六
割
）
や
、
経
営
の
安
定
は
望
む
が
、
経
営
を
不
安
定
に
している独占資本と闘うべきだとの考えが多い（約六割）。組合員は、戦闘的な組合活動に参加し、それを是認し、
Ｕ
ｂ
Ｕ
ｂ
、
その意識も労働者的な（従業員的でない）点で共通していると一一一口えよう。
なお、雇用保障闘争により、会社が矢板工場スクラップ化の方針を転換して以降、支部は、会社が仕事を積極的
に
確
保
す
べ
き
だ
と
経
営
に
つ
い
て
発
言
す
る
一
方
、
応
援
、
配
転
の
要
求
に
つ
い
て
柔
軟
に
対
応
し
、
職
場
規
律
に
つ
い
て
も
非
難
を
招
か
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
労
組
と
し
て
自
主
的
に
責
任
を
負
う
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
支
部
側
の
要
求
に
会
社
側
が
譲
歩
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
傾
向
で
あ
る
。
第６表組合の生活対策への評価
(％） 
計Ｉ男’女少数派組合の団結根拠
労金
労済
指定店割引
物資あっ旋
いずれもなし
０
１
３
７
０
 
●
●
●
●
●
 
９
１
８
４
３
 
５
３
２
 
３
 
6５．９ 
２７．５ 
７．７ 
２．２ 
２９．７ 
5５．２ 
８２．８ 
２４．１ 
１２．１ 
３１．０ 
(注）１．質問「共済部関係の事業で，あなたの経済的な生活のため，そ
れなしには困るほど重要と日頃考えておいでのものがありますか
（該当するすべてに○)」に対するもの。
２．回答者総数＝100
３．計には性別不詳を含む。
こ
の
組
合
は
、
全
国
金
属
の
支
部
と
し
て
主
要
闘
争
を
産
業
別
組
織
と
一
体
と
℃
Ｕ
Ｄ
 
な
っ
て
闘
っ
て
き
た
。
ま
た
、
地
域
の
労
働
者
と
も
連
帯
し
て
、
困
難
な
企
業
内
闘
争
で
支
援
を
受
け
た
ば
か
り
で
な
く
、
最
近
は
、
こ
の
地
域
の
運
動
の
セ
ン
タ
１
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
支
部
は
、
組
織
分
裂
の
頃
か
ら
、
学
習
活
動
を
重
ん
じ
、
全
国
金
属
本
部
か
ら
し
ば
し
ば
講
師
を
招
い
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
金
属
が
編集した教科書を争議中に学習したこともあったが、この教科書も階
級
闘
争
の
立
場
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
す
れ
ば
、
支
部
幹
部
が、全国金属の路線に沿い、また階級闘争のイデオロギーに親近感を
も
つ
者
が
多
い
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
｜
般
組
合
員
を
含
め
た
意
識
の
状
況
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
第
七
表
に
よ
れ
ば
、
支
部
と
の
一
体
感
の
根
拠
と
し
て
は
、
仲
間
意
識
を
あ
げ
る
者
が
も
っ
と
も
多
く
、
支
部
の
活
動
の
あ
り
方
に
同
意
し
て
と
い
う
者
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。
階
級
闘
争
の
立
場
に
同
意
し
て
と
す
る
者
は
、
一
割
程
度
で
あ
る。別の質問と対比すると、階級的立場を主張する者は分裂当時より
増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
執
行
委
員
経
験
者
で
は
、
そ
の
割
合
が
幾
分
か高い。しかし、一般組合員について言えば、イデオロギーを共有す
る
こ
と
に
よ
っ
て
固
い
団
結
が
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
階
級
闘
争
の
立
場
一一一一
第７表支部との一体感の根拠
(回答者＝100）
計 女 執行部男
騨搬鷲鰭ｌＩｌｊＩ１ｌＴＩｌ 少数派組合の団結根拠
一一一一一
から導かれる組合の具体的な方針と活動が支持され、その活動の
中で仲間意識が育っているということができよう。また、関連し
た質問から推測すれば、階級的自覚をもつに至ったのは、学習を
通じてよりは、むしろ、資本の反面教師的な行動によって、階級
対立を実感したことに、よると言えよう。
以上、支部の団結の状況について、団結を強化する諸要素を中
心に検討した。支部は、その活動を通じて団結を固めることに成
功している。しかし、支部自身の評価としてはなお満足すべき状
態にない。例えば七三年定期大会では、七一一年春闘の過程で交渉
が細目にわたるに従い、執行部と組合員間に「理解のギャップが
生じ」「職場討議が真剣に取り組まれなかった」ことや「職場討
議で意思確認はされても、表面的なものに終り、実際の行動に現
れてこない欠点」があったと組織部報告は述べている。定期大会
では、マンネリズムをい●ましめ、自覚を促す提言が時折みられ
る。これらは、この支部も他の労働組合と同様な専観的条件（階
級闘争イデオロギーは日常生活やマス・コミの報道から疎遠であ
ること、団体交渉の主題が専門技術的になれば一般組合員には理
このように、第二組合への働きかけを重視する理由は、当事者にとって自明である。組織分裂は支部の存在を危
くするような攻撃の一環として起ったものであったし、団結の破壊に伴う摩擦や不利益を経験してきた。経済的問
題に限っても、会社側は、団体交渉に当って第二組合と妥結し、その条件を矢板支部に強要する傾向が続いた。六
九年の長期春闘、七一’七一一年の能力主義管理反対闘争は、この労務政策と対決したもので、支部は成果をあげる
少数派組合の団結根拠
一一一一一一
組織分裂以来十年以上を経たが、支部にとって組織の拡大強化、再統一は終始重要な課題であった。七五年定期
大会議案書は、「私達は、第二組合対策を、これまで一貫して、『あらゆるたたかいの背骨』として位置づけ前進さ
せ
て
き
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
立
場
は
そ
の
後
も
変
り
が
な
い
。
組
合
別
に
職
場
が
分
離
さ
れ
て
か
ら
も
、
支
部
は
、
第
二
組
合
へ
の
働
き
か
け
は
困
難
に
な
っ
た
が
不
可
能
に
な
っ
た
訳
で
は
な
い
と
評
価
し
て
、
驚
異
的
と
も
い
う
べ
き
多
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を投入してきた。
解し難くなること、平均的に婦人労働者が職場と家庭の労働の負担を担っていること等）におかれ、単位組合とし
てその影響を免れず、努力している姿といえよう。
以上要するに、支部の団結は、一般組合員が幅広く意見を交換し、共に闘争と日常的活動に参加することによっ
て仲間意識が育ち、それと一体となって、強められてきたと言えよう。支部は、組合別工場分離以後、それ自体と
しては、｜般の企業別組合と同様の組織形態にあり、共通の弱点も免れないが、その闘争経験や日常運営を通じ、
この組織形態のもとでも強固な団結と行動力を保ち得ることを例証したと評価される。
五
第
二
組
合
と
の
関
係
少数派組合の団結根拠
三四
ことができた。しかし、この場合も争点は、賃金体系、配分、査定等の原則に関連する部分にあって、原則上は平
均賃上げ額には及ばなかった。
支部は賃金交渉において第二組合の妥結を上回るような結果を引き出すよう、執拘な闘争を続け、これに伴い、
交
渉
関
係
は
複
雑
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
七
五
年
の
年
末
一
時
金
闘
争
で
は
、
支
部
側
が
第
二
組
合
を
上
回
る
回
答
を
得
た
た
め
、
第
二組合が反擁して、ストライキに入るという事態があった。この闘争の後、会社ｌ支部間で、団体交渉について、
会
社
は
差
別
と
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
進
め
方
は
し
な
い
よ
う
努
力
す
る
旨
の
確
認
が
な
さ
れ
た
（
七
六
・
三
・
九
）
。
さらに、七六年年末一時金交渉に当っては「会社は、賃金、一時金の団体交渉時における上積み金額と回数につ
いて、公平な回答を行う。この運用においては……全国金属への回答が他組合を上まわることがある……」旨の確
認
が
行
わ
れ
た
。
七
七
年
春
闘
で
は
、
支
部
は
全
国
金
属
本
部
、
県
労
会
議
の
交
渉
へ
の
参
加
を
得
て
、
実
質
的
に
第
二
組
合
を
上
回
る条件を獲得した。このようにして支部側が独自の交渉力を発揮すると、会社と第二組合の信頼関係が破られるた
め
、
会
社
は
そ
の
後
、
「
同
時
回
答
、
同
時
決
着
」
方
式
を
と
り
、
第
二
組
合
と
の
交
渉
に
先
立
ち
、
そ
の
交
渉
で
示
す
べ
き
回
答
を
同時刻に支部にも示すようになった。
一
方
、
支
部
と
第
二
組
合
の
関
係
は
以
下
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
。
一九五三年の分裂後、いわゆる裸統一によって戦闘性を久しく失った経験から、六六年の分裂以降は、支部にと
って当初からこの型の組織統一は全く問題にならなかった。また、分裂当初は、第二組合員に対する憎しみが強か
っ
た
。
し
か
し
、
支
部
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
感
情
を
克
服
し
て
、
組
織
分
裂
に
対
処
す
る
方
針
を
次
第
に
固
め
た
。
分
裂
後
三
年
目に入った六八年の定期大会では、「第二組合員に対する感情問題の整理に心がけ」「組織拡大、再統一へ向けて具
体
的
方
針
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
し
て
全
組
合
員
が
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
ま
す
」
と
の
方
針
が
提
案
さ
れ
、
幹
部
の
みでなく一般組合員がこの問題に取り組むことになり、教宣活動や第二組合員家庭への働きかけも始まった。六九
’
七
○
年
前
後
に
は
、
支
部
が
徹
底
し
て
闘
い
、
或
程
度
の
成
果
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
、
同
調
者
の
加
入
が
あ
り
組織拡大に成功した。しかし、「純血主義合理化」の結果、第二組合への働きかけは困難になった。地理的問題の
み
で
な
く
会
社
は
、
そ
の
後
企
業
内
教
育
を
徹
底
し
、
支
部
側
の
ビ
ラ
配
布
を
阻
げ
る
よ
う
通
勤
パ
ス
終
点
を
工
場
構
内
に
移
す
等
の
措置を講じた。六九年九月、第二組合は同盟に加盟し、組織の引き締めを図った。第二組合もビラを受取らないよ
う
呼
び
か
け
、
会
社
側
も
監
視
し
た
り
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
分
離
後
支
部
側
の
オ
ル
グ
態
勢
が
漸
次
強
化
さ
れ
た
に
も
かかわらず、運動の効果は直ちに明確な形では現れなかった。しかし、やがて第二組合内部に、若干の変化があら
われるようになった。七一一一年春闘の総括では、支部は第二組合が三年続けてストライキに入ったことを評価し、下
部からの突き上げで幹部も闘わざるを得なくなったとしている。同年の定期大会では、第二組合の低額要求を変え
さ
せ
る
と
い
う
新
た
な
活
動
方
針
が
提
起
さ
れ
た
。
翌
年
以
降
も
支
部
は
第
二
組
合
が
転
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る。もっとも、那須工場では、新規採用者が一一一分の二を占め、この層のなかには支部の呼びかけに応じる者がある
半面、徹底した従業員教育や能力主義下の競争で反挑も強いようである。支部は、この状況を打開するため、その
後
、
那
須
工
場
内
の
匿
名
の
全
国
金
属
支
持
者
と
連
帯
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
七
七
年
七
月
よ
り
、
「
統
一
活
動
者
会
議
」
に
よ
る
月
刊機関紙が発行されるようになった。この機関紙は、全国金属支持の活動家の意見や、｜股組合員の投書により、
同盟路線の運動のもたらしている問題点を具体的に指摘するなど、第二組合の下部からの改革を目指している。
なお、最近のききとりによれば、全国金属側の働きかけは継続して行われているが、これまでのところ、末端か
少数派組合の団結根拠
三五
矢板支部は、組織分裂後、ほぼ半数の団結を守り、大衆的な性格が強く、反面、イデオロギー的色彩は少ない組合
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
衆
的
な
基
礎
に
立
っ
て
戦
闘
的
に
活
動
し
、
分
裂
後
の
不
利
な
条
件
を
比
較
的
短
期
間
で
排
除
す
る
こ
と
に
成
功した。その後の困難な問題についても、支部側の立場をほぼ貫いて来た。大衆的なエネルギーは、資本の不当・
強引な政策への反挑に発している。
分裂後の諸闘争は、全国金属の路線に沿った地味なものである。しかし、社会的には目立たない成果に至るため
の組合側の活動の量は老大であり、これらの闘争にあたり、組合員が行動に参加することは、さらに団結を固めて
きたように思われる。
少数派組合の団結根拠
一一一一ハ
らの突き上げにより同盟路線が揺らぐ気配は出ていない。
以上、十余年の経過をみると、支部は全国金属の路線での再統一を究極の目標としていることに変りはないが、
工場分離以降は第二組合からの移籍による組織拡大が望めないため、第二組合の変質に目標を移していると考えら
れる。このような目標の実現のために、第二組合にまさる成果をあげ、それを第二組合員に宣伝してゆく活動に努
めているといえよう。前記意識調査に付帯的に記された意見も、職場討議等を経ていることもあり、おおむね以上
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
の整理につきている。
同
じ
組
合
員
以
外
と
は
一
緒
に
働
き
た
く
な
い
と
い
う
感
情
を
利
用
し
て
、
会
社
は
組
合
別
に
工
場
を
分
離
す
る
と
い
う
類
例
の
な
い行動に出た。組織拡大が困難となったため執行部としては、相手組合員に働きかけて戦闘化してゆくことを当面
六
む
す
び
の
課
題
と
し
て
い
る
。
こ
の
政
策
は
若
干
効
果
を
あ
ら
わ
し
て
は
い
る
が
、
会
社
も
相
手
組
合
も
対
応
策
を
講
じ
て
お
り
、
た
と
え
支
部
の
影
響
力
が
浸
透
す
る
と
し
て
も
、
時
日
を
要
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
統
一
は
重
視
す
る
が
、
そ
れ
は
闘
争
の
た
め
の
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
は
な
い
と
の
見
解
も
組
織
内
か
ら
出
て
い
る
。
短
期
的
に
は
複
数
組
合
が
運
動
と
成
果
を
競
い
合う状況が続くと考えられる。
支
部
は
、
戦
闘
的
な
姿
勢
を
と
り
始
め
た
と
き
以
来
、
重
要
な
争
議
の
局
面
で
産
業
・
地
域
の
組
織
労
働
者
か
ら
支
援
を
受
け
、
他
方
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
戦
闘
的
な
労
組
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
き
た
。
一
般
組
合
員
も
そ
の
活
動
に
参
加
し
て
き
た
。
こ
のことは、企業内における闘争とともに、従業員意識を克服する要素となっている。
組合別工場分離により、矢板支部は、通常の事業所単位の全員一括加盟の組合と同じ組織形態となった。この組
合
だ
け
が
あ
る
か
ら
当
然
に
加
盟
し
た
者
も
若
干
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
人
数
は
少
な
く
、
従
来
の
路
線
に
よ
る
団
結
と
活
動
の
伝
統
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
Ｃ
九
八
○
年
六
月
）
少数派組合の団結根拠
七
